
高効率ターボブロワの紹介

下水処理施設の省エネに貢献



会社概要

新明和工業株式会社商号

1920年2月1日設立

1949年11月5日創業

取締役社長 五十川 龍之（いそがわ たつゆき）代表者

連結 6,040名 単体 3,136名（2023年3月末現在）従業員数

海外グループ会社



航空機事業部



特装車事業部



産機システム事業部



• 1. About ShinMaywa

パーキングシステム事業部



流体事業部



下水処理施設

・下水処理施設向け機器の供給
・下水処理施設向けの主要製品

→水中ポンプ、ブロワー、水中ミキサー、水中エアレータ、スクリーン



ベトナムでの納入実績

政府系プロジェクト 工業団地向けプロジェクト

新明和工業は、ベトナムの排水分野において約20年間製品を供給しています。

Danang City: 
Son Tra XLNT / Phu Loc XLNT / Ngu Hanh Son XLNT / Hoa Xuan XLNT 
Hoa Khanh IZ, Lien Chieu IZ, Hi-tech park/ Khanh Son leachate treatment system



ダナン市での納入事例

Phu Loc 下水処理施設
陸上ブロワ ARS150 30kWｘ12台

Khanh Son ゴミ処理施設
槽外型ポンプ ｘ14台



ダナン市での納入事例

Hoa Xuan 下水処理施設
陸上ブロワ ARS200 75kWｘ6台 (2018)

Hoa Xuan 下水処理施設
ブロワメンテナンスの様子



省エネへの貢献

下水処理施設では、ばっ気に
エネルギー消費量の50～60％を使用しています。

新明和は、高効率ターボブロワーを提供しています。
下水処理施設のばっ気における

エネルギー消費量の削減に貢献します。

一般的な下水処理施設における電力消費比率

ばっ気

ポンプ

電気

沈殿

その他



ターボブロワのコア技術

エアフォイルベアリング
Nano Silver 
Triple Treatment Bearing
[NSTB+]

高効率空力設計による
高い圧縮効率を持つインペラ

40,000min回転以上の
運転を実現
高効率PMSMモータ搭載

優れた安定性と信頼性を持つ
高速インバータ(VFD制御)



日本での納入事例

ターボブロワ
(MAX100-C60S1)

既存
(ルーツブロワ)

1台2台
53.5 m3/min x 60kPa

75kW90kW (45kW x 2台)
565,020 kWh /年817,600 kWh /年

▲252,580 kWh/年 (31%削減)



2023年、日本の排水処理場の曝気プロセスにおいて、
当社が納めたターボブロワは１年間で3,000万kg*の
CO2排出量削減に貢献しました。

*2022年末時点で当社が納めたターボブロワ（約650台）を対象に、
ルーツブロワからの置換により電力量削減値を想定。

（前提条件：CO2換算値：0.434kg-CO2/kWh、運転時間:24時間/日、365日/年、
ブロワ稼働率:80%、運転負荷率:100％）


